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つがる市議会だより
12月定例会 第17号平成21年2月

発行／つがる市議会
編集／議会だより編集委員会

　
12
月
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
市
有

財
産
の
処
分
の
件
な
ど
21
議
案
を

原
案
通
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
「
つ

が
る
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
案
」
な
ど
２
件
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
４
名
の
議
員

が
登
壇
、
市
政
運
営
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
書

　
本
定
例
会
に
次
の
意
見
書
が

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
国

会
及
び
各
行
政
庁
に
意
見
書
を

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の

負
担
割
合
が
２
分
の
１
か
ら
３

分
の
１
に
縮
小
さ
れ
た
こ
と
や
、

地
方
交
付
税
の
削
減
等
に
よ
り

教
育
条
件
の
自
治
体
間
格
差
が

拡
が
っ
て
い
ま
す
。
又
、
低
所

得
者
層
の
拡
大
が
す
す
ん
で
お

り
、
家
計
の
所
得
の
違
い
が
教

育
格
差
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
自
治
体
の
財
政
力
や
保
護

者
の
所
得
の
違
い
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
受
け
る
「
教
育

水
準
」
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て

１
義
務
教
育
制
第
８
次
・
高
校

第
７
次
教
職
員
定
数
改
善
計

画
を
実
施
す
る
こ
と

２
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て
負
担
率
を
２
分
の

１
を
堅
持
す
る
こ
と

３
教
育
予
算
拡
充
の
た
め
地
方

交
付
税
な
ど
国
の
予
算
の
拡

充
す
る
こ
と

４
教
職
員
に
人
材
を
確
保
す
る

た
め
、教
職
員
給
与
の
確
保
・

充
実
す
る
こ
と

１２月１１日　中核病院についての議員説明会の様子

つ
が
る
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

　
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
議

員
定
数
を
24
人
と
す
る
議
員
提
出

議
案
第
８
号
が
提
案
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
定
数
は
地
方
自
治
法
で
定

め
ら
れ
、
つ
が
る
市
の
人
口
規
模

の
場
合
、
26
人
ま
で
認
め
ら
れ
、

26
人
と
条
例
で
定
め
て
お
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
つ

が
る
市
議
会
の
議
員
定
数
が
次
の

一
般
選
挙
か
ら
24
人
に
な
り
ま
す
。

つ
が
る
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

　
木
造
地
区
の
柴
田
保
育
所
を
平

成
21
年
３
月
31
日
で
廃
止
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
市
内
に
は
、
市
立
保

育
所
が
６
つ
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
現
行
の
出
産
育
児
一
時
金
35
万

円
に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め
た
も

の
に
該
当
す
る
場
合
、
上
限
と
し

て
３
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
条
例
の

一
部
改
正

　
柏
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
、

森
田
ご
み
処
分
場
及
び
館
岡
埋
立

処
分
場
を
閉
鎖
す
る
も
の
で
、
市

内
に
は
、「
木
造
・
稲
垣
」「
森
田
」

「
車
力
」
の
３
カ
所
の
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
と
な
り
ま
す
。

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
規
約
の

変
更

　
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
の
中
核

病
院
に
係
る
事
務
を
「
設
置
及
び
管

理
運
営
す
る
こ
と
」
と
し
、
又
、
中

核
病
院
に
関
す
る
構
成
団
体
の
経
費

負
担
割
合
を
定
め
る
も
の
で
す
。

利
用
者
割…

25
％

設
置
割…

60
％

人
口
割…

10
％

均
等
割…

５
％

つ
が
る
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
の
定
員
を
１
，
４
５

０
人
か
ら
１
，
４
０
０
人
に
改
め
、

ま
た
、
団
員
の
定
年
は
60
歳
で
す

が
、
団
長
、
副
団
長
と
同
じ
よ
う

に
分
団
長
も
定
年
制
を
廃
止
し
て

消
防
団
の
組
織
体
制
の
維
持
に
資

す
る
も
の
で
す
。

平
成
20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
今
回
の
補
正
は
、
降
ひ
ょ
う
被

害
農
家
に
対
す
る
支
援
策
や
車
力

中
学
校
改
築
事
業
に
要
す
る
費
用

な
ど
12
億
４
，
６
７
９
万
円
の
追

加
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
総

額
は
、
２
３
５
億
４
，
８
２
２
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
主
な
歳
出
は
次
の
通
り
》

◆
温
泉
施
設
指
定
管
理
料

１
，
１
７
６
万
円

◆
保
育
所
運
営
費６

，
１
６
３
万
円

◆
被
害
果
選
別
緊
急
対
策
事
業

３
２
４
万
円

◆
果
樹
再
生
産
支
援
事
業

２
，
１
０
０
万
円

◆
津
軽
広
域
水
道
企
業
団

西
北
事
業
部
負
担
金

１
，
２
０
０
万
円

◆
車
力
中
学
校
校
舎
改
築
工
事

及
び
解
体
工
事
費

10
億
２
，
２
２
５
万
円

◆
小
中
学
校
耐
震
診
断
委
託
料

１
，
９
１
５
万
円

市
有
財
産
の
処
分

　
航
空
自
衛
隊
車
力
高
射
教
育
訓

練
場
用
地
（
Ｃ
地
区
）
と
し
て
次

の
市
有
地
を
東
北
防
衛
局
に
譲
渡

す
る
も
の
で
す
。

所
在
地

富
萢
町
屏
風
山
１
番
３
３
４

富
萢
町
屏
風
山
１
番
３
３
７

地
　
積
　
１
１
８
，
５
１
５
㎡

処
分
の
相
手

　
東
北
防
衛
局
長
　
大
澤
　
和
久

処
分
価
格
　
　
２
，
４
８
０
万
円

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　
任
期
が
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
平
田
昌
子
氏
（
木
造
地

区
）
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
病
院
機
能
再
編
を
進
め

て
い
る
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

の
規
約
変
更
に
伴
い
、
12
月
11
日

に
議
員
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
規
約
変
更
は
、
つ
が
る
西

北
五
広
域
連
合
の
中
核
病
院
に
係

る
事
務
を
「
設
置
及
び
管
理
運
営

す
る
こ
と
」
と
し
、
又
、
各
市
町

の
中
核
病
院
の
負
担
割
合
を
決
定

す
る
も
の
で
す
。

　
各
市
町
の
負
担
割
合
を
平
成
21

年
度
分
で
試
算
す
る
と
、
当
市
は
、

９
．
２
１
％
、
立
地
さ
れ
る
五
所

川
原
市
は
79
％
、
鯵
ヶ
沢
町
２
．

６
３
％
、
鶴
田
町
３
．
１
９
％
、

中
泊
町
３
．
９
８
％
、
深
浦
町
１
．

９
９
％
の
負
担
割
合
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
担
当
者
の
説
明
で
は
、「
中
核

病
院
の
建
設
費
は
１
７
１
億
円
と

試
算
、
平
成
21
年
度
か
ら
行
う
基

本
設
計
、
実
施
設
計
か
ら
こ
の
負

担
割
合
が
適
応
さ
れ
、
又
、
病
院

建
設
は
平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
り
、

平
成
25
年
度
末
に
完
成
、
開
院
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
「
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、

診
療
所
の
負
担
割
合
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」「
診
療
所
で
市
民

の
健
康
を
確
保
で
き
る
の
か
」「
診

療
所
が
ベ
ス
ト
な
の
か
も
っ
と
議

論
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
な

ど
の
質
問
に
対
し
、
市
長
ら
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、
診
療
所
の
負

担
割
合
は
と
も
に
設
置
割
60
％
、

利
用
者
割
40
％
と
な
っ
て
い
る
。

健
康
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
中
核

病
院
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
医

療
の
高
度
化
が
図
ら
れ
、
マ
イ
ナ

ス
な
面
だ
け
で
は
な
い
。
病
院
に

関
し
大
き
な
問
題
が
出
れ
ば
、
議

会
に
図
り
進
め
て
い
き
た
い
。
な

ど
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

中核病院などについて問う議員
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利
用
者
割…

25
％

設
置
割…

60
％

人
口
割…

10
％

均
等
割…

５
％

つ
が
る
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
の
定
員
を
１
，
４
５

０
人
か
ら
１
，
４
０
０
人
に
改
め
、

ま
た
、
団
員
の
定
年
は
60
歳
で
す

が
、
団
長
、
副
団
長
と
同
じ
よ
う

に
分
団
長
も
定
年
制
を
廃
止
し
て

消
防
団
の
組
織
体
制
の
維
持
に
資

す
る
も
の
で
す
。

平
成
20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
今
回
の
補
正
は
、
降
ひ
ょ
う
被

害
農
家
に
対
す
る
支
援
策
や
車
力

中
学
校
改
築
事
業
に
要
す
る
費
用

な
ど
12
億
４
，
６
７
９
万
円
の
追

加
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
総

額
は
、
２
３
５
億
４
，
８
２
２
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
主
な
歳
出
は
次
の
通
り
》

◆
温
泉
施
設
指
定
管
理
料

１
，
１
７
６
万
円

◆
保
育
所
運
営
費６

，
１
６
３
万
円

◆
被
害
果
選
別
緊
急
対
策
事
業

３
２
４
万
円

◆
果
樹
再
生
産
支
援
事
業

２
，
１
０
０
万
円

◆
津
軽
広
域
水
道
企
業
団

西
北
事
業
部
負
担
金

１
，
２
０
０
万
円

◆
車
力
中
学
校
校
舎
改
築
工
事

及
び
解
体
工
事
費

10
億
２
，
２
２
５
万
円

◆
小
中
学
校
耐
震
診
断
委
託
料

１
，
９
１
５
万
円

市
有
財
産
の
処
分

　
航
空
自
衛
隊
車
力
高
射
教
育
訓

練
場
用
地
（
Ｃ
地
区
）
と
し
て
次

の
市
有
地
を
東
北
防
衛
局
に
譲
渡

す
る
も
の
で
す
。

所
在
地

富
萢
町
屏
風
山
１
番
３
３
４

富
萢
町
屏
風
山
１
番
３
３
７

地
　
積
　
１
１
８
，
５
１
５
㎡

処
分
の
相
手

　
東
北
防
衛
局
長
　
大
澤
　
和
久

処
分
価
格
　
　
２
，
４
８
０
万
円

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　
任
期
が
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
平
田
昌
子
氏
（
木
造
地

区
）
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
病
院
機
能
再
編
を
進
め

て
い
る
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

の
規
約
変
更
に
伴
い
、
12
月
11
日

に
議
員
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
規
約
変
更
は
、
つ
が
る
西

北
五
広
域
連
合
の
中
核
病
院
に
係

る
事
務
を
「
設
置
及
び
管
理
運
営

す
る
こ
と
」
と
し
、
又
、
各
市
町

の
中
核
病
院
の
負
担
割
合
を
決
定

す
る
も
の
で
す
。

　
各
市
町
の
負
担
割
合
を
平
成
21

年
度
分
で
試
算
す
る
と
、
当
市
は
、

９
．
２
１
％
、
立
地
さ
れ
る
五
所

川
原
市
は
79
％
、
鯵
ヶ
沢
町
２
．

６
３
％
、
鶴
田
町
３
．
１
９
％
、

中
泊
町
３
．
９
８
％
、
深
浦
町
１
．

９
９
％
の
負
担
割
合
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
担
当
者
の
説
明
で
は
、「
中
核

病
院
の
建
設
費
は
１
７
１
億
円
と

試
算
、
平
成
21
年
度
か
ら
行
う
基

本
設
計
、
実
施
設
計
か
ら
こ
の
負

担
割
合
が
適
応
さ
れ
、
又
、
病
院

建
設
は
平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
り
、

平
成
25
年
度
末
に
完
成
、
開
院
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
「
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、

診
療
所
の
負
担
割
合
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」「
診
療
所
で
市
民

の
健
康
を
確
保
で
き
る
の
か
」「
診

療
所
が
ベ
ス
ト
な
の
か
も
っ
と
議

論
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
な

ど
の
質
問
に
対
し
、
市
長
ら
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、
診
療
所
の
負

担
割
合
は
と
も
に
設
置
割
60
％
、

利
用
者
割
40
％
と
な
っ
て
い
る
。

健
康
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
中
核

病
院
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
医

療
の
高
度
化
が
図
ら
れ
、
マ
イ
ナ

ス
な
面
だ
け
で
は
な
い
。
病
院
に

関
し
大
き
な
問
題
が
出
れ
ば
、
議

会
に
図
り
進
め
て
い
き
た
い
。
な

ど
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

中核病院などについて問う議員
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中
小
小
売
店
舗
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
１
９
９
８
年
に
都
市

計
画
法
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、
２
０

０
０
年
に
は
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
、

い
わ
ゆ
る
「
街
づ
く
り
３
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
６
年
に
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
、
劣
化
を
防
ぐ
た
め
都

市
計
画
法
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
が
改

正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
市
に

お
け
る
中
心
市
街
地
は
ど
こ
と
捉
え
て
い

る
の
か
。
又
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し

た
商
店
街
の
再
生
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
商
店
街
の
活
性
化
策
を
検
討
し
て
い
る

の
か

　

市
長

平
成
18
年
の
中
心
市
街
地
活
性
化
法

の
改
正
に
基
づ
き
、
当
市
も
商
工
会
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
、
翌
年
に
中
心
市
街
地

活
性
化
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
中
心
市
街
地
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
明

確
に
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
法
律
の

規
定
に
よ
る
と
小
売
商
業
者
が
集
積
し
、

都
市
機
能
が
相
当
程
度
集
積
、
市
町
村
の

中
心
の
役
割
を
果
す
市
街
地
と
定
義
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
木
造
町
の
旧
町
と

呼
ば
れ
る
区
域
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て
、
千
代
町
、

有
楽
町
商
店
街
は
中
心
市
街
地
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
の
活
気
が
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

も
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
又
、
住
民
や
商

店
街
、
商
店
主
な
ど
の
意
見
を
集
約
し
活

性
化
の
方
策
を
検
討
し
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
空
店
舗
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
実
態
を

よ
く
調
査
し
、
投
資
が
無
駄
に
な
ら
な
い

よ
う
商
工
会
、
商
店
街
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
喫
緊
の
課
題
と

考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
方
は
成
人
病
セ
ン
タ
ー
行

き
の
バ
ス
に
乗
っ
て
病
院
で
診
療
し

て
も
ら
い
、
そ
の
後
商
店
街
に
出
向
き
買

い
物
を
し
、
病
院
の
バ
ス
で
帰
っ
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
そ
こ
で
、
成
人

病
セ
ン
タ
ー
が
診
療
所
に
な
っ
て
も
、
無

料
バ
ス
の
運
行
は
継
続
す
る
の
か

市
長

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、
診
療
所
な
ど
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
西
北
五
広
域
連

合
で
決
め
る
た
め
、今
の
段
階
で
は
、は
っ

き
り
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

成
人
病
セ
ン
タ
ー
が
診
療
所
に
な
り
、

市
民
の
安
心
・
安
全
は
今
ま
で
の
よ

う
に
守
ら
れ
る
の
か
、又
、再
編
後
の
職
員
、

看
護
師
、
技
師
等
は
ど
う
な
る
の
か

市
長
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

新
た
に
建
設
さ
れ
る
中
核
病
院
の
診

療
科
目
は
弘
前
大
学
附
属
病
院
の
診
療
科

目
と
同
様
に
な
る
予
定
で
特
に
、
脳
神
経

外
科
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、今
ま
で
、青
森
、

弘
前
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
が
五
所
川
原
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
急
病
人

の
搬
送
先
が
五
所
川
原
、
鯵
ヶ
沢
、
金
木

と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
不

安
に
な
ら
な
い
よ
う
な
救
急
体
制
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
近
場
に
あ
る
と
い
う
観

点
に
立
つ
と
、
救
急
体
制
、
無
床
診
療
所

と
し
て
医
療
機
能
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
広
域
で
質
の
高
い
地

域
医
療
体
制
を
構
築
し
、
入
院
か
ら
在
宅

ま
で
の
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
西
北

五
広
域
連
合
と
と
も
に
情
報
提
供
し
、
市

民
の
不
安
を
解
消
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
診
療
化
の
病
院
の
体
制
に

つ
い
て
は
、
医
師
１
名
、
看
護
師
３
名
、

そ
の
他
１
名
と
５
名
の
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
再
編
後
の
職
員
は
、
基
本
的
に
西
北

五
広
域
連
合
の
職
員
と
し
て
身
分
移
管
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

西
北
五
中
核
病
院
を
含
む
再
編
後
の

病
院
の
組
織
体
制
及
び
運
営
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か

成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
中
核
病
院
、

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、
診
療
所
を
一
体
と
し

て
西
北
五
広
域
連
合
が
運
営
し
、
経
営
形

態
は
、
公
営
企
業
法
の
全
適
で
運
営
し
て

い
く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

春
に
開
校
す
る
木
造
中
学
校
、
次
に

車
力
中
学
校
の
建
設
に
な
る
と
思
う

が
、
今
後
の
学
校
建
設
計
画
に
つ
い
て
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

　

教
育
委
員
会
次
長

車
力
中
学
校
以
降
の
建
設
計
画
に
つ

い
て
は
、
車
力
中
学
校
が
建
設
さ
れ
し
だ

い
向
陽
小
学
校
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
予
算
規
模
に
つ
い
て
は

解
体
、
外
構
整
備
を
含
め
て
約
26
億
円
で

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

は
、
富
萢
、
車
力
、
牛
潟
小
学
校
の
耐
震

診
断
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
柏
中
学
校
の

校
舎
と
体
育
館
、
稲
垣
中
学
校
の
体
育
館

の
耐
震
診
断
を
進
め
、
こ
の
結
果
を
見
て

か
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三上　　洋
平政会

・
中
心
市
街
地
、
商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て

伊藤　良二
平政会

・
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
中
核
病
院
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

問答

問答

答

答答

問

問問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
、
地
域
に

貢
献
し
た
い
方
や
関
わ
り
の
深
い
地
域
を

応
援
し
た
い
方
な
ど
が
、
ふ
る
さ
と
な
ど

の
各
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
制
度
で
、
寄

付
を
し
た
場
合
、
今
住
ん
で
い
る
自
治
体

の
住
民
税
か
ら
、
寄
付
金
額
に
応
じ
一
定

額
を
控
除
す
る
制
度
で
す
が
、
こ
の
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
で
寄
せ
ら
れ
た
、
青
森
県

及
び
当
市
の
納
税
件
数
と
金
額
に
つ
い
て

問
う

総
務
部
長

青
森
県
の
10
月
末
時
点
で
の
調
査
に

な
り
ま
す
が
、
寄
付
の
行
わ
れ
て
い
る
自

治
体
は
32
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。

　
件
数
は
１
５
７
件
で
寄
付
金
の
総
額
は
、

１
，
０
８
４
万
８
，
０
６
５
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
　

　
当
市
の
寄
付
金
は
、
東
京
都
、
神
奈
川
、

千
葉
県
な
ど
関
東
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
、
11
名
、
県
内
の
方
１
名
合
わ
せ
12

名
の
方
か
ら
合
計
24
万
円
の
寄
付
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
に
は
、
当
市
の
特

産
品
、
御
礼
状
を
送
り
ま
し
て
、
御
礼
に

代
え
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
お
願
い

す
る
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
、
寄
付
金

を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
一
例
を
挙
げ
る

と
「
世
界
遺
産
登
録
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
財

源
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
い
う

使
途
を
明
確
に
し
た
方
が
、
よ
り
多
く
の

方
々
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
考

え
る
が
、
市
長
の
所
信
を
伺
い
た
い
。

市
長

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
は
、
生

ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
だ
け
で
な
く
、
心

の
ふ
る
さ
と
な
ど
様
々
な
思
い
の
あ
る
自

治
体
に
寄
付
を
行
い
地
域
の
活
性
化
を
応

援
す
る
制
度
で
す
。
当
市
に
お
い
て
も
、

皆
さ
ん
か
ら
た
い
へ
ん
貴
重
な
ご
寄
付
が

あ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な

寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
市
の
重
点

事
業
の
一
つ
で
あ
る
、
全
国
的
な
ブ
ラ
ン

ド
つ
が
る
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
農
業

振
興
、
ひ
と
づ
く
り
や
安
心
・
快
適
な
街

づ
く
り
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
ご
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
活
用
方
法
な
ど
を
明
確
に
し
、

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
多
く
の
皆
様
か

ら
応
援
、
賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う
各
方
面

に
呼
び
か
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

果
樹
再
生
支
援
事
業
の
内
容
及
び
燃

油
や
肥
料
な
ど
価
格
高
騰
に
対
す
る

農
家
支
援
・
救
済
策
に
つ
い
て
問
う
。
又
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
で

各
活
動
組
織
か
ら
支
払
わ
れ
る
日
当
な
ど

の
総
額
は
ど
の
く
ら
い
か

市
長
、
経
済
部
長

果
樹
再
生
支
援
事
業
は
、
５
月
、
９
月

の
霜
や
降
ひ
ょ
う
の
被
害
で
、
市
内
に
あ
る

果
樹
園
地
の
７
割
、
３
５
６
ｈ
ａ
で
被
害
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
り
ん
ご
の
再
生
産
に
取

り
組
む
た
め
、
被
害
程
度
が
30
％
以
上
で
、

農
協
や
防
除
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
農
家

を
対
象
と
し
、
被
害
程
度
に
応
じ
た
金
額
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
燃
油
等
の
価
格
高
騰
に
伴
い
、
国
で
は
、

燃
油
、
肥
料
高
騰
対
策
緊
急
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
支
援
内
容
は
燃
油
の
使
用
量
又

は
化
学
肥
料
の
施
用
量
を
２
割
以
上
低
減

す
る
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
（
３
戸
以

上
）
が
対
象
で
、
燃
油
費
、
肥
料
費
が
基

準
年
よ
り
増
加
し
た
分
の
７
割
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
で
、
当
市
の
交
付
金
は
国
、

県
分
を
含
み
、
４
億
８
，
９
０
０
万
円
。

そ
の
内
、
約
39
％
に
当
た
る
１
億
８
，
９

０
０
万
円
が
、
１
０
９
組
織
か
ら
日
当
と

し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
の
交
付

金
は
、
県
全
体
の
37
％
を
占
め
県
内
一
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

基
地
対
策
に
お
け
る
民
生
安
定
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
事
業

を
計
画
し
て
い
る
の
か

市
長

現
在
、
つ
が
る
市
が
事
業
主
体
と
し

て
実
施
し
て
い
る
屏
風
山
大
橋
の
架
替
え

工
事
は
本
年
度
で
完
成
す
る
見
込
み
で
、

引
き
続
き
大
橋
か
ら
富
萢
地
区
、
漁
港
交

差
点
ま
で
の
「
メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
」
の
舗
装
、

補
修
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
又
、
市

道
豊
富
33
号
線
の
拡
幅
改
良
工
事
は
平
成

25
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
屏
風
山
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
は
平
成

28
年
度
ま
で
の
事
業
計
画
を
見
込
ん
で
お

り
、
こ
の
他
に
も
、
豊
富
39
号
線
、
２
路

線
の
歩
道
整
備
や
消
防
自
動
車
の
更
新
な

ど
防
衛
省
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

い
ず
れ
も
来
年
度
事
業
と
し
て
採
択
に
な

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

車
力
中
学
校
改
築
に
つ
い
て
、
整
備

の
内
容
を
ど
う
い
う
方
々
と
検
討
し

た
の
か教

育
委
員
会
次
長

耐
震
耐
力
度
調
査
の
結
果
、
非
常
に

危
険
で
、
１
日
で
も
早
く
改
築
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
市
長
を
始
め
５
役
、
建

設
部
、
財
政
部
な
ど
の
関
係
部
局
で
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

成田　克子
平政会

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

成田　　博
平政会

・
農
業
問
題
に
つ
い
て

・
基
地
対
策
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

問答

問答

答

答答

問

問問
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中
小
小
売
店
舗
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
１
９
９
８
年
に
都
市

計
画
法
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、
２
０

０
０
年
に
は
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
、

い
わ
ゆ
る
「
街
づ
く
り
３
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
６
年
に
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
、
劣
化
を
防
ぐ
た
め
都

市
計
画
法
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
が
改

正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
市
に

お
け
る
中
心
市
街
地
は
ど
こ
と
捉
え
て
い

る
の
か
。
又
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し

た
商
店
街
の
再
生
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
商
店
街
の
活
性
化
策
を
検
討
し
て
い
る

の
か

　

市
長

平
成
18
年
の
中
心
市
街
地
活
性
化
法

の
改
正
に
基
づ
き
、
当
市
も
商
工
会
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
、
翌
年
に
中
心
市
街
地

活
性
化
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
中
心
市
街
地
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
明

確
に
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
法
律
の

規
定
に
よ
る
と
小
売
商
業
者
が
集
積
し
、

都
市
機
能
が
相
当
程
度
集
積
、
市
町
村
の

中
心
の
役
割
を
果
す
市
街
地
と
定
義
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
木
造
町
の
旧
町
と

呼
ば
れ
る
区
域
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て
、
千
代
町
、

有
楽
町
商
店
街
は
中
心
市
街
地
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
の
活
気
が
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

も
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
又
、
住
民
や
商

店
街
、
商
店
主
な
ど
の
意
見
を
集
約
し
活

性
化
の
方
策
を
検
討
し
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
空
店
舗
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
実
態
を

よ
く
調
査
し
、
投
資
が
無
駄
に
な
ら
な
い

よ
う
商
工
会
、
商
店
街
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
喫
緊
の
課
題
と

考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
方
は
成
人
病
セ
ン
タ
ー
行

き
の
バ
ス
に
乗
っ
て
病
院
で
診
療
し

て
も
ら
い
、
そ
の
後
商
店
街
に
出
向
き
買

い
物
を
し
、
病
院
の
バ
ス
で
帰
っ
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
そ
こ
で
、
成
人

病
セ
ン
タ
ー
が
診
療
所
に
な
っ
て
も
、
無

料
バ
ス
の
運
行
は
継
続
す
る
の
か

市
長

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、
診
療
所
な
ど
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
西
北
五
広
域
連

合
で
決
め
る
た
め
、今
の
段
階
で
は
、は
っ

き
り
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

成
人
病
セ
ン
タ
ー
が
診
療
所
に
な
り
、

市
民
の
安
心
・
安
全
は
今
ま
で
の
よ

う
に
守
ら
れ
る
の
か
、又
、再
編
後
の
職
員
、

看
護
師
、
技
師
等
は
ど
う
な
る
の
か

市
長
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

新
た
に
建
設
さ
れ
る
中
核
病
院
の
診

療
科
目
は
弘
前
大
学
附
属
病
院
の
診
療
科

目
と
同
様
に
な
る
予
定
で
特
に
、
脳
神
経

外
科
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、今
ま
で
、青
森
、

弘
前
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
が
五
所
川
原
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
急
病
人

の
搬
送
先
が
五
所
川
原
、
鯵
ヶ
沢
、
金
木

と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
不

安
に
な
ら
な
い
よ
う
な
救
急
体
制
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
近
場
に
あ
る
と
い
う
観

点
に
立
つ
と
、
救
急
体
制
、
無
床
診
療
所

と
し
て
医
療
機
能
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
広
域
で
質
の
高
い
地

域
医
療
体
制
を
構
築
し
、
入
院
か
ら
在
宅

ま
で
の
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
西
北

五
広
域
連
合
と
と
も
に
情
報
提
供
し
、
市

民
の
不
安
を
解
消
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
診
療
化
の
病
院
の
体
制
に

つ
い
て
は
、
医
師
１
名
、
看
護
師
３
名
、

そ
の
他
１
名
と
５
名
の
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
再
編
後
の
職
員
は
、
基
本
的
に
西
北

五
広
域
連
合
の
職
員
と
し
て
身
分
移
管
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

西
北
五
中
核
病
院
を
含
む
再
編
後
の

病
院
の
組
織
体
制
及
び
運
営
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か

成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
中
核
病
院
、

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、
診
療
所
を
一
体
と
し

て
西
北
五
広
域
連
合
が
運
営
し
、
経
営
形

態
は
、
公
営
企
業
法
の
全
適
で
運
営
し
て

い
く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

春
に
開
校
す
る
木
造
中
学
校
、
次
に

車
力
中
学
校
の
建
設
に
な
る
と
思
う

が
、
今
後
の
学
校
建
設
計
画
に
つ
い
て
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

　

教
育
委
員
会
次
長

車
力
中
学
校
以
降
の
建
設
計
画
に
つ

い
て
は
、
車
力
中
学
校
が
建
設
さ
れ
し
だ

い
向
陽
小
学
校
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
予
算
規
模
に
つ
い
て
は

解
体
、
外
構
整
備
を
含
め
て
約
26
億
円
で

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

は
、
富
萢
、
車
力
、
牛
潟
小
学
校
の
耐
震

診
断
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
柏
中
学
校
の

校
舎
と
体
育
館
、
稲
垣
中
学
校
の
体
育
館

の
耐
震
診
断
を
進
め
、
こ
の
結
果
を
見
て

か
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三上　　洋
平政会

・
中
心
市
街
地
、
商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て

伊藤　良二
平政会

・
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
中
核
病
院
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

問答

問答

答

答答

問

問問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
、
地
域
に

貢
献
し
た
い
方
や
関
わ
り
の
深
い
地
域
を

応
援
し
た
い
方
な
ど
が
、
ふ
る
さ
と
な
ど

の
各
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
制
度
で
、
寄

付
を
し
た
場
合
、
今
住
ん
で
い
る
自
治
体

の
住
民
税
か
ら
、
寄
付
金
額
に
応
じ
一
定

額
を
控
除
す
る
制
度
で
す
が
、
こ
の
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
で
寄
せ
ら
れ
た
、
青
森
県

及
び
当
市
の
納
税
件
数
と
金
額
に
つ
い
て

問
う

総
務
部
長

青
森
県
の
10
月
末
時
点
で
の
調
査
に

な
り
ま
す
が
、
寄
付
の
行
わ
れ
て
い
る
自

治
体
は
32
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。

　
件
数
は
１
５
７
件
で
寄
付
金
の
総
額
は
、

１
，
０
８
４
万
８
，
０
６
５
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
　

　
当
市
の
寄
付
金
は
、
東
京
都
、
神
奈
川
、

千
葉
県
な
ど
関
東
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
、
11
名
、
県
内
の
方
１
名
合
わ
せ
12

名
の
方
か
ら
合
計
24
万
円
の
寄
付
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
に
は
、
当
市
の
特

産
品
、
御
礼
状
を
送
り
ま
し
て
、
御
礼
に

代
え
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
お
願
い

す
る
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
、
寄
付
金

を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
一
例
を
挙
げ
る

と
「
世
界
遺
産
登
録
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
財

源
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
い
う

使
途
を
明
確
に
し
た
方
が
、
よ
り
多
く
の

方
々
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
考

え
る
が
、
市
長
の
所
信
を
伺
い
た
い
。

市
長

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
は
、
生

ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
だ
け
で
な
く
、
心

の
ふ
る
さ
と
な
ど
様
々
な
思
い
の
あ
る
自

治
体
に
寄
付
を
行
い
地
域
の
活
性
化
を
応

援
す
る
制
度
で
す
。
当
市
に
お
い
て
も
、

皆
さ
ん
か
ら
た
い
へ
ん
貴
重
な
ご
寄
付
が

あ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な

寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
市
の
重
点

事
業
の
一
つ
で
あ
る
、
全
国
的
な
ブ
ラ
ン

ド
つ
が
る
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
農
業

振
興
、
ひ
と
づ
く
り
や
安
心
・
快
適
な
街

づ
く
り
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
ご
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
活
用
方
法
な
ど
を
明
確
に
し
、

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
多
く
の
皆
様
か

ら
応
援
、
賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う
各
方
面

に
呼
び
か
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

果
樹
再
生
支
援
事
業
の
内
容
及
び
燃

油
や
肥
料
な
ど
価
格
高
騰
に
対
す
る

農
家
支
援
・
救
済
策
に
つ
い
て
問
う
。
又
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
で

各
活
動
組
織
か
ら
支
払
わ
れ
る
日
当
な
ど

の
総
額
は
ど
の
く
ら
い
か

市
長
、
経
済
部
長

果
樹
再
生
支
援
事
業
は
、
５
月
、
９
月

の
霜
や
降
ひ
ょ
う
の
被
害
で
、
市
内
に
あ
る

果
樹
園
地
の
７
割
、
３
５
６
ｈ
ａ
で
被
害
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
り
ん
ご
の
再
生
産
に
取

り
組
む
た
め
、
被
害
程
度
が
30
％
以
上
で
、

農
協
や
防
除
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
農
家

を
対
象
と
し
、
被
害
程
度
に
応
じ
た
金
額
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
燃
油
等
の
価
格
高
騰
に
伴
い
、
国
で
は
、

燃
油
、
肥
料
高
騰
対
策
緊
急
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
支
援
内
容
は
燃
油
の
使
用
量
又

は
化
学
肥
料
の
施
用
量
を
２
割
以
上
低
減

す
る
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
（
３
戸
以

上
）
が
対
象
で
、
燃
油
費
、
肥
料
費
が
基

準
年
よ
り
増
加
し
た
分
の
７
割
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
で
、
当
市
の
交
付
金
は
国
、

県
分
を
含
み
、
４
億
８
，
９
０
０
万
円
。

そ
の
内
、
約
39
％
に
当
た
る
１
億
８
，
９

０
０
万
円
が
、
１
０
９
組
織
か
ら
日
当
と

し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
の
交
付

金
は
、
県
全
体
の
37
％
を
占
め
県
内
一
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

基
地
対
策
に
お
け
る
民
生
安
定
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
事
業

を
計
画
し
て
い
る
の
か

市
長

現
在
、
つ
が
る
市
が
事
業
主
体
と
し

て
実
施
し
て
い
る
屏
風
山
大
橋
の
架
替
え

工
事
は
本
年
度
で
完
成
す
る
見
込
み
で
、

引
き
続
き
大
橋
か
ら
富
萢
地
区
、
漁
港
交

差
点
ま
で
の
「
メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
」
の
舗
装
、

補
修
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
又
、
市

道
豊
富
33
号
線
の
拡
幅
改
良
工
事
は
平
成

25
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
屏
風
山
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
は
平
成

28
年
度
ま
で
の
事
業
計
画
を
見
込
ん
で
お

り
、
こ
の
他
に
も
、
豊
富
39
号
線
、
２
路

線
の
歩
道
整
備
や
消
防
自
動
車
の
更
新
な

ど
防
衛
省
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

い
ず
れ
も
来
年
度
事
業
と
し
て
採
択
に
な

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

車
力
中
学
校
改
築
に
つ
い
て
、
整
備

の
内
容
を
ど
う
い
う
方
々
と
検
討
し

た
の
か教

育
委
員
会
次
長

耐
震
耐
力
度
調
査
の
結
果
、
非
常
に

危
険
で
、
１
日
で
も
早
く
改
築
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
市
長
を
始
め
５
役
、
建

設
部
、
財
政
部
な
ど
の
関
係
部
局
で
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

成田　克子
平政会

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

成田　　博
平政会

・
農
業
問
題
に
つ
い
て

・
基
地
対
策
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

問答

問答

答

答答

問

問問
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予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

村
上
　秀
徳

合
併
前
の
木
造
町
、
森
田
村
、
柏

村
及
び
稲
垣
村
の
奨
学
資
金
の
貸

付
に
関
す
る
条
例
の
経
過
措
置
に

関
す
る
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
　

成
田
克
子
委
員

つ
が
る
市
奨
学
資
金
制
度
は

無
く
な
る
の
か

教
育
委
員
会
次
長

こ
の
条
例
は
、
合
併
前
の
木

造
町
、
森
田
村
、
柏
村
及
び
稲
垣

村
奨
学
資
金
条
例
の
経
過
措
置
と

し
て
、
平
成
18
年
４
月
に
大
学
に

入
学
し
た
方
、
大
学
生
で
借
り
入

れ
を
し
て
い
る
方
を
限
定
に
貸
付

け
る
条
例
で
し
た
。
合
併
後
４
年

経
過
し
貸
付
け
対
象
者
が
居
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
償
還
さ
れ

る
財
源
を
学
校
建
設
事
業
に
充
て

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
、
こ
の

貸
付
に
関
し
て
は
無
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
旧
車
力
村

で
行
っ
て
い
た
銀
行
か
ら
借
り
た

元
金
の
利
子
補
給
は
今
後
も
行
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

佐
藤
孝
志
委
員

条
例
を
廃
止
し
な
い
で
、
用

途
変
更
な
ど
の
手
続
き
で
、
就
労

支
援
Ｂ
型
に
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
か

福
祉
部
長

県
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、Ｂ

型
の
支
援
事
業
の
許
可
を
得
る
た

め
に
は
、
行
政
財
産
か
ら
普
通
財

産
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
廃
止

す
る
も
の
で
す
。
引
き
続
き
継
続

し
て
「
あ
い
う
え
お
の
会
」
に
委

託
し
て
事
業
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

委
員
長

山
谷
　仁

　
　
　
　
　

市
有
財
産
の
処
分

安
田
裕
委
員

１
㎡
当
た
り
２
１
０
円
の
設

定
根
拠
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
又
、
米
軍
基
地
拡
大
の
よ
う

な
土
地
売
買
は
、
今
後
行
わ
れ
な

い
と
考
え
て
い
い
の
か

財
政
部
次
長
、
企
画
課
長

購
入
目
的
に
つ
い
て
は
、
手

狭
に
な
っ
た
こ
と
、
第
三
者
機
関

が
購
入
で
き
る
よ
う
な
用
地
を
周

辺
に
残
し
た
く
な
い
と
い
う
防
衛

上
の
理
由
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

売
買
価
格
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

防
衛
省
が
委
託
し
た
不
動
産
鑑
定

士
が
県
の
公
示
価
格
、
一
番
近
い

金
木
地
区
の
価
格
を
参
考
に
時
点

修
正
を
行
い
、
決
定
し
た
金
額
が

２
１
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米

軍
基
地
の
拡
張
は
米
軍
車
力
通
信

所
を
受
け
る
際
、「
米
軍
基
地
の

拡
大
は
行
わ
な
い
」
と
市
長
等
の

間
で
文
書
で
取
り
交
わ
し
て
い
る

こ
と
か
ら
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の

敷
地
を
買
い
増
し
す
る
こ
と
は
な

い
で
す
が
、
国
防
上
の
後
方
支
援

と
い
う
こ
と
で
、
妨
害
を
避
け
る

た
め
買
い
増
し
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
補
足
で
す
が
、
防
衛
省
の
方
か

ら
米
軍
車
力
通
信
所
の
隣
地
、
豊

富
町
内
会
用
地
な
ど
を
購
入
し
た

い
と
い
う
話
が
あ
り
、
町
内
会
は
、

売
る
と
い
う
こ
と
で
、
承
諾
し
た

話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

白
戸
勝
茂
委
員

防
衛
省
、
自
衛
隊
に
売
る
理

由
と
し
て
、
あ
の
土
地
を
持
っ
て

い
て
も
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
電

波
な
ど
危
惧
さ
れ
、
耕
作
で
き
な

い
こ
と
か
ら
安
い
金
額
で
も
売
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
言

い
な
り
に
な
る
の
で
な
く
、
民
生

安
定
事
業
な
ど
強
力
に
要
請
し
て

も
ら
い
た
い
。

財
政
部
次
長

基
地
交
付
金
や
民
生
安
定
事

業
の
交
付
金
な
ど
い
た
だ
い
て
い

る
が
、Ｘ
バ
ン
ド
を
市
が
好
ん
で

引
き
受
け
た
訳
で
は
な
い
の
で
今

後
も
防
衛
省
に
対
し
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
接
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

委
員
長

天
坂
　昭
市

平
成
20
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

安
田
　
裕
委
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
、
体
制
で

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
か

総
務
部
長
、
総
務
部
次
長

現
金
を
取
扱
う
の
で
は
な
く
、

市
か
ら
納
付
申
込
書
を
寄
付
者
の

方
に
送
付
し
、
そ
の
申
込
書
で
各

金
融
機
関
か
ら
市
の
収
入
役
口
座

へ
直
接
振
り
込
ん
で
い
た
だ
く
体

制
を
と
っ
て
い
る
。

　
５
千
円
を
超
え
る
部
分
は
、
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
有
り

ま
す
の
で
、
寄
付
証
明
書
を
送
り
、

寄
付
者
の
方
が
税
務
課
等
で
申
告

を
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
田
　
裕
委
員

指
定
管
理
料
１
，
７
６
８
万

円
に
つ
い
て
、
３
つ
の
温
泉
を
管

理
し
て
い
る
当
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
青
森
市
、
弘
前
市
、
八

戸
市
の
各
社
会
福
祉
協
議
会
を
超

え
る
職
員
を
抱
え
、
６
億
６
，
２

１
９
万
円
の
人
件
費
を
投
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
を
し
て
い

る
社
協
に
対
し
、
管
理
料
を
支
払

う
必
要
が
あ
る
の
か

市
長

確
か
に
当
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
は
人
件
費
６
億
６
，
０
０
０

万
円
、
２
６
９
人
の
職
員
を
抱
え

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
福
祉

事
業
に
関
わ
る
仕
事
を
多
く
や
っ

て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

佐
々
木
直
光
委
員

り
ん
ご
生
産
者
の
共
済
加
入

率
に
つ
い
て
、森
田
、柏
地
区
の
２
，

３
割
の
生
産
者
し
か
加
入
し
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
生
産
者
が
納

得
の
い
く
よ
う
な
共
済
に
な
る
よ

う
関
係
機
関
と
協
議
し
、
加
入
率

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
対
策
は
あ
る
の
か

経
済
部
長

当
市
の
共
済
加
入
率
は
現
在

約
23
％
し
か
加
入
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
特
に
台
風
に
つ
い
て
は
22
％

加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、「
ひ
ょ

う
」
な
ど
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
加

入
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
り

ま
す
。
説
明
会
な
ど
で
も
「
自
分

の
園
地
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

事
で
説
明
し
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
加
入
時
期
に
な
り
ま
す

の
で
、
農
家
の
方
々
に
十
分
な
説

明
を
し
て
加
入
率
の
向
上
を
図
り

た
い
。安

田
　
裕
委
員

統
合
中
学
校
の
給
食
が
自
校

式
に
替
わ
る
こ
と
で
、
木
造
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
の
は

向
陽
小
学
校
の
み
に
な
る
が
、
今

後
の
木
造
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
を
問
う

教
育
委
員
会
次
長

統
合
中
学
校
が
出
来
る
と
給

食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
食
さ
れ
る
の

は
向
陽
小
学
校
だ
け
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
築

40
年
を
経
過
し
、
毎
年
、
保
健
所

か
ら
衛
生
管
理
と
い
う
こ
と
で
改

善
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
年
度
か
ら
稲
垣
の
給
食
セ

ン
タ
ー
を
利
用
で
き
な
い
か
検
討

し
て
お
り
、
木
造
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
３
月
末
で
閉
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

齊
藤
　
進
委
員

車
力
中
学
校
の
建
設
に
関
連

し
、
現
在
、
少
子
化
で
出
生
数
が

著
し
く
低
下
し
、
稲
垣
地
区
で
は
、

30
人
前
後
の
出
生
数
に
な
っ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
車
力
地
区
も
40
人

前
後
の
出
生
数
だ
と
思
う
が
、
十

数
年
後
に
は
こ
の
子
ら
が
中
学
生

に
な
り
１
学
年
１
学
級
、
一
方
で

同
じ
市
の
中
に
統
合
し
た
巨
大
な

中
学
校
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
に

大
き
な
差
が
う
ま
れ
、
均
等
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
の
か
疑
問
を

持
つ
が
、
こ
の
よ
う
な
少
子
化
問

題
の
中
で
、
学
区
再
編
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
の
か

教
育
委
員
会
次
長

総
合
計
画
の
中
に
学
区
の
編

成
見
直
し
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
問
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
現
在
、

そ
こ
ま
で
の
議
論
は
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

齊
藤
　
進
委
員

学
校
建
設
が
旧
町
村
の
体
制

で
新
築
、
学
校
の
耐
震
診
断
も
旧

１
町
４
村
の
枠
を
は
み
出
さ
な
い

形
で
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均

一
化
を
図
る
た
め
に
も
市
全
体
で

捉
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
の

転
換
を
考
え
る
べ
き
で
な
い
か

市
長

様
々
な
考
え
方
が
あ
り
、
義

務
教
育
だ
か
ら
、
少
な
い
人
数
で

も
近
く
の
学
校
で
学
ば
せ
る
方
が

良
い
と
い
う
人
や
、
少
し
離
れ
て

い
て
も
子
ど
も
が
大
勢
い
る
環
境

で
学
ば
せ
る
こ
と
に
よ
り
競
争
力

も
付
き
、
又
、
部
活
の
関
係
な
ど

で
も
そ
ち
ら
の
方
が
良
い
と
い
う

人
も
お
り
ま
す
。

　
つ
が
る
市
全
体
を
見
て
、
ほ
と

ん
ど
新
し
い
小
学
校
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
は
、
旧
町
村
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
統
合

と
い
う
話
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
が
来
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

答

答

問問

問答 答

問問

問問

答答

答答

問問 答答

問提出された議案と審議結果（市長提出議案）

議案番号 件　　　名 議決結果
報告第  16号

議案第  86号

議案第  87号
議案第  88号

議案第  89号

議案第  90号
議案第  91号
議案第  92号
議案第  93号
議案第  94号
議案第  95号
議案第  96号
議案第  97号
議案第  98号
議案第  99号

議案第100号

議案第101号

議案第102号
議案第103号
議案第104号

承　　認

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

平成２０年度一般会計補正予算(第３号）
合併前の木造町、森田村、柏村及び稲垣村の奨学資金等の
貸付に関する条例の経過措置に関する基金条例の一部改正
つがる市保育所条例の一部改正
つがる市国民健康保険条例の一部改正
つがる市国民健康保険病院つがる市立成人病センター
使用料及び手数料条例の一部改正
つがる市一般廃棄物最終処分場条例の一部改正
つがる市消防団条例の一部改正
つがる市地域活動支援センター条例の廃止
平成２０年度一般会計補正予算（第４号）
平成２０年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）
平成２０年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
公の施設に係る指定管理者の指定について
つがる市木造中央公民館
公の施設に係る指定管理者の指定について
つがる市木造体育センター
津軽広域水道企業団規約の一部変更
つがる西北五広域連合規約の変更
市有財産の処分の件

（議員提出議案）
議案番号 件　　　名 議決結果
発議第８号
発議第９号

原案可決
原案可決

つがる市議会議員の定数を定める条例
教育予算の拡充に関する意見書

諮問３号 適　　任人権擁護委員の推薦につき意見を求める件
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予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

村
上
　秀
徳

合
併
前
の
木
造
町
、
森
田
村
、
柏

村
及
び
稲
垣
村
の
奨
学
資
金
の
貸

付
に
関
す
る
条
例
の
経
過
措
置
に

関
す
る
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
　

成
田
克
子
委
員

つ
が
る
市
奨
学
資
金
制
度
は

無
く
な
る
の
か

教
育
委
員
会
次
長

こ
の
条
例
は
、
合
併
前
の
木

造
町
、
森
田
村
、
柏
村
及
び
稲
垣

村
奨
学
資
金
条
例
の
経
過
措
置
と

し
て
、
平
成
18
年
４
月
に
大
学
に

入
学
し
た
方
、
大
学
生
で
借
り
入

れ
を
し
て
い
る
方
を
限
定
に
貸
付

け
る
条
例
で
し
た
。
合
併
後
４
年

経
過
し
貸
付
け
対
象
者
が
居
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
償
還
さ
れ

る
財
源
を
学
校
建
設
事
業
に
充
て

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
、
こ
の

貸
付
に
関
し
て
は
無
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
旧
車
力
村

で
行
っ
て
い
た
銀
行
か
ら
借
り
た

元
金
の
利
子
補
給
は
今
後
も
行
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

佐
藤
孝
志
委
員

条
例
を
廃
止
し
な
い
で
、
用

途
変
更
な
ど
の
手
続
き
で
、
就
労

支
援
Ｂ
型
に
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
か

福
祉
部
長

県
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、Ｂ

型
の
支
援
事
業
の
許
可
を
得
る
た

め
に
は
、
行
政
財
産
か
ら
普
通
財

産
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
廃
止

す
る
も
の
で
す
。
引
き
続
き
継
続

し
て
「
あ
い
う
え
お
の
会
」
に
委

託
し
て
事
業
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

委
員
長

山
谷
　仁

　
　
　
　
　

市
有
財
産
の
処
分

安
田
裕
委
員

１
㎡
当
た
り
２
１
０
円
の
設

定
根
拠
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
又
、
米
軍
基
地
拡
大
の
よ
う

な
土
地
売
買
は
、
今
後
行
わ
れ
な

い
と
考
え
て
い
い
の
か

財
政
部
次
長
、
企
画
課
長

購
入
目
的
に
つ
い
て
は
、
手

狭
に
な
っ
た
こ
と
、
第
三
者
機
関

が
購
入
で
き
る
よ
う
な
用
地
を
周

辺
に
残
し
た
く
な
い
と
い
う
防
衛

上
の
理
由
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

売
買
価
格
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

防
衛
省
が
委
託
し
た
不
動
産
鑑
定

士
が
県
の
公
示
価
格
、
一
番
近
い

金
木
地
区
の
価
格
を
参
考
に
時
点

修
正
を
行
い
、
決
定
し
た
金
額
が

２
１
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米

軍
基
地
の
拡
張
は
米
軍
車
力
通
信

所
を
受
け
る
際
、「
米
軍
基
地
の

拡
大
は
行
わ
な
い
」
と
市
長
等
の

間
で
文
書
で
取
り
交
わ
し
て
い
る

こ
と
か
ら
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の

敷
地
を
買
い
増
し
す
る
こ
と
は
な

い
で
す
が
、
国
防
上
の
後
方
支
援

と
い
う
こ
と
で
、
妨
害
を
避
け
る

た
め
買
い
増
し
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
補
足
で
す
が
、
防
衛
省
の
方
か

ら
米
軍
車
力
通
信
所
の
隣
地
、
豊

富
町
内
会
用
地
な
ど
を
購
入
し
た

い
と
い
う
話
が
あ
り
、
町
内
会
は
、

売
る
と
い
う
こ
と
で
、
承
諾
し
た

話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

白
戸
勝
茂
委
員

防
衛
省
、
自
衛
隊
に
売
る
理

由
と
し
て
、
あ
の
土
地
を
持
っ
て

い
て
も
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
電

波
な
ど
危
惧
さ
れ
、
耕
作
で
き
な

い
こ
と
か
ら
安
い
金
額
で
も
売
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
言

い
な
り
に
な
る
の
で
な
く
、
民
生

安
定
事
業
な
ど
強
力
に
要
請
し
て

も
ら
い
た
い
。

財
政
部
次
長

基
地
交
付
金
や
民
生
安
定
事

業
の
交
付
金
な
ど
い
た
だ
い
て
い

る
が
、Ｘ
バ
ン
ド
を
市
が
好
ん
で

引
き
受
け
た
訳
で
は
な
い
の
で
今

後
も
防
衛
省
に
対
し
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
接
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

委
員
長

天
坂
　昭
市

平
成
20
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

安
田
　
裕
委
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
、
体
制
で

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
か

総
務
部
長
、
総
務
部
次
長

現
金
を
取
扱
う
の
で
は
な
く
、

市
か
ら
納
付
申
込
書
を
寄
付
者
の

方
に
送
付
し
、
そ
の
申
込
書
で
各

金
融
機
関
か
ら
市
の
収
入
役
口
座

へ
直
接
振
り
込
ん
で
い
た
だ
く
体

制
を
と
っ
て
い
る
。

　
５
千
円
を
超
え
る
部
分
は
、
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
有
り

ま
す
の
で
、
寄
付
証
明
書
を
送
り
、

寄
付
者
の
方
が
税
務
課
等
で
申
告

を
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
田
　
裕
委
員

指
定
管
理
料
１
，
７
６
８
万

円
に
つ
い
て
、
３
つ
の
温
泉
を
管

理
し
て
い
る
当
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
青
森
市
、
弘
前
市
、
八

戸
市
の
各
社
会
福
祉
協
議
会
を
超

え
る
職
員
を
抱
え
、
６
億
６
，
２

１
９
万
円
の
人
件
費
を
投
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
を
し
て
い

る
社
協
に
対
し
、
管
理
料
を
支
払

う
必
要
が
あ
る
の
か

市
長

確
か
に
当
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
は
人
件
費
６
億
６
，
０
０
０

万
円
、
２
６
９
人
の
職
員
を
抱
え

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
福
祉

事
業
に
関
わ
る
仕
事
を
多
く
や
っ

て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

佐
々
木
直
光
委
員

り
ん
ご
生
産
者
の
共
済
加
入

率
に
つ
い
て
、森
田
、柏
地
区
の
２
，

３
割
の
生
産
者
し
か
加
入
し
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
生
産
者
が
納

得
の
い
く
よ
う
な
共
済
に
な
る
よ

う
関
係
機
関
と
協
議
し
、
加
入
率

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
対
策
は
あ
る
の
か

経
済
部
長

当
市
の
共
済
加
入
率
は
現
在

約
23
％
し
か
加
入
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
特
に
台
風
に
つ
い
て
は
22
％

加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、「
ひ
ょ

う
」
な
ど
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
加

入
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
り

ま
す
。
説
明
会
な
ど
で
も
「
自
分

の
園
地
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

事
で
説
明
し
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
加
入
時
期
に
な
り
ま
す

の
で
、
農
家
の
方
々
に
十
分
な
説

明
を
し
て
加
入
率
の
向
上
を
図
り

た
い
。安

田
　
裕
委
員

統
合
中
学
校
の
給
食
が
自
校

式
に
替
わ
る
こ
と
で
、
木
造
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
の
は

向
陽
小
学
校
の
み
に
な
る
が
、
今

後
の
木
造
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
を
問
う

教
育
委
員
会
次
長

統
合
中
学
校
が
出
来
る
と
給

食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
食
さ
れ
る
の

は
向
陽
小
学
校
だ
け
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
築

40
年
を
経
過
し
、
毎
年
、
保
健
所

か
ら
衛
生
管
理
と
い
う
こ
と
で
改

善
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
年
度
か
ら
稲
垣
の
給
食
セ

ン
タ
ー
を
利
用
で
き
な
い
か
検
討

し
て
お
り
、
木
造
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
３
月
末
で
閉
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

齊
藤
　
進
委
員

車
力
中
学
校
の
建
設
に
関
連

し
、
現
在
、
少
子
化
で
出
生
数
が

著
し
く
低
下
し
、
稲
垣
地
区
で
は
、

30
人
前
後
の
出
生
数
に
な
っ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
車
力
地
区
も
40
人

前
後
の
出
生
数
だ
と
思
う
が
、
十

数
年
後
に
は
こ
の
子
ら
が
中
学
生

に
な
り
１
学
年
１
学
級
、
一
方
で

同
じ
市
の
中
に
統
合
し
た
巨
大
な

中
学
校
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
に

大
き
な
差
が
う
ま
れ
、
均
等
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
の
か
疑
問
を

持
つ
が
、
こ
の
よ
う
な
少
子
化
問

題
の
中
で
、
学
区
再
編
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
の
か

教
育
委
員
会
次
長

総
合
計
画
の
中
に
学
区
の
編

成
見
直
し
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
問
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
現
在
、

そ
こ
ま
で
の
議
論
は
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

齊
藤
　
進
委
員

学
校
建
設
が
旧
町
村
の
体
制

で
新
築
、
学
校
の
耐
震
診
断
も
旧

１
町
４
村
の
枠
を
は
み
出
さ
な
い

形
で
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均

一
化
を
図
る
た
め
に
も
市
全
体
で

捉
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
の

転
換
を
考
え
る
べ
き
で
な
い
か

市
長

様
々
な
考
え
方
が
あ
り
、
義

務
教
育
だ
か
ら
、
少
な
い
人
数
で

も
近
く
の
学
校
で
学
ば
せ
る
方
が

良
い
と
い
う
人
や
、
少
し
離
れ
て

い
て
も
子
ど
も
が
大
勢
い
る
環
境

で
学
ば
せ
る
こ
と
に
よ
り
競
争
力

も
付
き
、
又
、
部
活
の
関
係
な
ど

で
も
そ
ち
ら
の
方
が
良
い
と
い
う

人
も
お
り
ま
す
。

　
つ
が
る
市
全
体
を
見
て
、
ほ
と

ん
ど
新
し
い
小
学
校
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
は
、
旧
町
村
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
統
合

と
い
う
話
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
が
来
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

答

答

問問

問答 答

問問

問問

答答

答答

問問 答答

問提出された議案と審議結果（市長提出議案）

議案番号 件　　　名 議決結果
報告第  16号

議案第  86号

議案第  87号
議案第  88号

議案第  89号

議案第  90号
議案第  91号
議案第  92号
議案第  93号
議案第  94号
議案第  95号
議案第  96号
議案第  97号
議案第  98号
議案第  99号

議案第100号

議案第101号

議案第102号
議案第103号
議案第104号

承　　認

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

平成２０年度一般会計補正予算(第３号）
合併前の木造町、森田村、柏村及び稲垣村の奨学資金等の
貸付に関する条例の経過措置に関する基金条例の一部改正
つがる市保育所条例の一部改正
つがる市国民健康保険条例の一部改正
つがる市国民健康保険病院つがる市立成人病センター
使用料及び手数料条例の一部改正
つがる市一般廃棄物最終処分場条例の一部改正
つがる市消防団条例の一部改正
つがる市地域活動支援センター条例の廃止
平成２０年度一般会計補正予算（第４号）
平成２０年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成２０年度宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）
平成２０年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
公の施設に係る指定管理者の指定について
つがる市木造中央公民館
公の施設に係る指定管理者の指定について
つがる市木造体育センター
津軽広域水道企業団規約の一部変更
つがる西北五広域連合規約の変更
市有財産の処分の件

（議員提出議案）
議案番号 件　　　名 議決結果
発議第８号
発議第９号

原案可決
原案可決

つがる市議会議員の定数を定める条例
教育予算の拡充に関する意見書

諮問３号 適　　任人権擁護委員の推薦につき意見を求める件
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常任委員会の行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶため、各常任委員会が視察を行いました。その概要をお知らせいたします。

総務常任委員会 視察先：滋賀県大津市・京都府亀岡市（７月９日～ 11日）

教育民生常任委員会視察先：石川県小松市、能美市（1０月22日～ 24日）

建設常任委員会 視察先：和歌山県紀の川市・海南市（11月５日～７日）

経済常任委員会 視察先：北海道知内町・福島町・森町（７月2日～４日）

　石川県小松市の「環境美化セン
ター」を視察しました。
　このセンターは、環境問題に対し
ゴミの減量化や廃棄物の適正処理、
リサイクルの推進を図るために建設し、
市民、事業者、市が連携した、「リ
デュース」「リユース」「リサイクル」
の『３Rネットワーク』が構築されてい
ました。家庭から出るゴミの減量化
対策として、マイバック持参の消費
者にはカードポイントをアップするなど
環境に配慮し、又、台所から出るゴ
ミの９割が焼却されていることから生
ゴミを出さない取組みを行っていまし
た。又小学校などを対象とした見学
会を開催して、自分達が住むゴミの
処理について理解を深め、リサイク
ルを通してゴミの分別の大切さやリサ
イクルが重要である事を再認識する

ことができる施設でした。「ゴミは燃
やさず減らすもの」ということが実践
できるよう、今後の環境行政に役立
てていきたい。

　学校週５日制や「ゆとり教育」に
よる学力低下が叫ばれる中、能美
市が単独事業で取り組んでいる「フォ
ローアップスクール事業」について視
察しました。この事業は市内にある
小学校８校の４・５・６年の希望者（無
料）で、毎週土曜日の午前中に算

数の補習を行っている。学習の講師
は、地域の人材、退職した教職員
が中心となりボランティア（有償）で
活動し、児童が反復学習や家庭学
習へのきっかけとなる取り組みをして
いる。
　事業費は100万円と小額ながらも、
基礎学力として重要な算数をしっかり
学ばせ学習の遅れを取戻す取組とし
て、参考となり学習支援策を考える
上で多くの事を学ぶことができました。

　大津市では、平成16年度に市街
灯の整備や維持管理に関する「まち
灯り整備事業」について視察しました。
事業内容として、防犯灯の設置の
推進の一環として自治会管理の防犯
灯については、電気代100％補助を
行っている。市街灯・防犯灯の修
繕については、市内66社の業者で
組織されている電気事業協同組合と
契約を締結し、迅速な修繕を実現し
ています。

　市街灯、防犯灯合わせて約27,000
基の街灯を管理しており、電気代は
年額約１億2000万円かかっており、今
後、ますます増加するとの事でした。
　亀岡市は、平成１２年から国と連
携して「新しい食生活指針」を策定し、
地域食材の需用拡大による健康増進
と健全な食生活の実現、これらを通
じた農業・農村の活性化を進めてい
ました。市の地域特性を活かし、地
産地消をキーワードとした新たな「食・
農・健康・にぎわい行動プラン」に
基づく施策を展開することにより、
「農」の理解促進を通じたさらなる
健康づくりと元気な農業・農村の振興、
まちのにぎわいを行っています。
　また、「新しい食生活指針」や「ス
ローフード運動」が提案しているのは、
地域に育まれてきた食材や食文化を

見直すことが、そこに住む人々の暮
らしや健康の増進はもとより、地域農
業の継承や発展にも寄与することで
あり、この地産地消を実現するため
には、日常生活における一人ひとり
の学習と行動が重要との事でした。

　今回の経済常任委員会は、「道の駅」
の施設運営状況と水産加工品を導入させ
た地域振興事業等の概要をテーマに、北
海道知内町「道の駅しりうち」、福島町「道
の駅横綱の里ふくしま」、森 町「道の駅
YOU・遊・もり」と「つどーるプラザ・さわら」
の４施設の状況を視察しました。
　知内町の「道の駅しりうち」は、平成
２年８月、「知内町物産館」としてスタートし、
施設周辺には衛生施設、農村活性化セン
ターを併設、また、ＪＲ知内駅の改札口と直
結している環境となっている。第三セクター
に管理委託をし、年間の平均利用者4万
6,000人、年間売上2,200万円ほどである。
商品別では水産加工品の売上が大多数を
占め、地元農産物は販売スペースの関係
でほとんどが農協出荷となっている。施設
の運営については、施設の販売スペース
の手狭と冬期間の利用者の減少に町とし
てとても苦慮していることから地元特産品の
販売ＰＲに力を注いでいる現状でありました。
　福島町の「道の駅横綱の里ふくしま」は、
平成９年３月、福島町出身の千代の山、

千代の富士の２人の横綱の偉業を讃える
ため記念館を建設、同時に地場産品であ
るスルメ生産日本一の町としてイカの塩辛、
サキイカ等の水産加工品の販売促進の振
興を図るため施設を併設、町内の産業団
体で構成する団体へ管理委託している。
年間利用者3万7,000人、年間売上2,000
万円となっている。販売品目については、
ほとんどが水産加工品であり、今年度から
地域ブランド事業を実施し、スルメと農家・
農協・役場が中心となって古代米の「北
むらさき」のブランド品の販売に取り組む予
定となっている。夏場の相撲巡業時には
相撲ファンで賑いを見せるが、目玉となる
商品の開発が必要と感じられました。
　森町の「道の駅つどーる・プラザ・さ
わら」、「ＹＯＵ・遊・もり」は、合併によ
り旧２町の２つの道の駅を運営。両道の駅
ともに各団体へ管理委託をしている。２つ
の道の駅の年間利用者は21万8,000人、
売上8,200万円となっいる。特に森町は全
国の駅弁などでトップの人気を誇る「いか
めし」があり、その他地元農産物、水産

加工品等の販売品目が豊富にあります。ま
た、地元で水揚げされた鮮魚を4月から10
月までの第１日曜日に「さわら青空市」を
開催し、買った食材をその場で食べれるよ
うバーべキュー設備を完備し、大変好評を
得ている施設となっていました。
　今回の３町の「道の駅」の運営方法は
それぞれ独自性を発揮した取組をしており、
今後の本市の施設の施策に大変参考と
なった研修となりました。

   紀の川市は、平成17年11月7日、
５町による合併で誕生した市であり、
旧５町において、下水道による汚染
対策がほとんどなされていない状況
で緊急の課題となっていたため、県
と紀の川市及び岩出市の１県２市に
より紀の川中流流域下水道事業の
事業計画を策定し、終末処理場、
幹線管渠及び中継ポンプ場を県が
事業実施主体となり、市内の管渠、
マンホールポンプ、公共汚水ますの
整備を市が実施している。 また、終
末処理場周辺については、住民か
らの要望により公園、道路 等の整
備も実施しています。事業目標年度
を平成28年度としており、 全体の事
業費は県事業を合わせると1,238億
円となっています。紀の川市の下水
道事業については、県と他市との連

携による事業展開を行っており、今後、
本市の下水道事業実施に大変参考
となりました。

　海南市では、人口の減少を抑制
し、定住促進と地域の活性化を図
るため、市内に居住する若年層の
住宅取得の支援のため「海南市若
者定住促進奨励金事業」を実施。
本事業については５年間の期間限
定の制度となっています。事業の内
容については、海南市に定住の意
思を持って居住することを第１に、５

つの項目により対象者を選定してい
る。奨励金額については１件につき
40万円、 奨励附加金として学校教
育法による義務教育の子供１人に
付5万円を加算、和歌山県内の他
市の施策よりトップの奨励金となって 
います。予算措置として申込件数
80件、総額を4,000万円計上、20
年度10月末で35件の実績。若年層
の定住促進に多大な影響があり、
本市の今後の人口減少対策に 大
変参考となる研修となりました。

大津市議会会議室にて

能美市役所　辰口庁舎前にて

亀岡市役所前にて

空き缶処理について説明を聞く委員

那賀浄化終末処理場内

海南市議会委員会室にて

特
産
品「
い
か
め
し
」

「
道
の
駅
し
り
う
ち
」

会
議
室
に
て
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常任委員会の行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶため、各常任委員会が視察を行いました。その概要をお知らせいたします。

総務常任委員会 視察先：滋賀県大津市・京都府亀岡市（７月９日～ 11日）

教育民生常任委員会視察先：石川県小松市、能美市（1０月22日～ 24日）

建設常任委員会 視察先：和歌山県紀の川市・海南市（11月５日～７日）

経済常任委員会 視察先：北海道知内町・福島町・森町（７月2日～４日）

　石川県小松市の「環境美化セン
ター」を視察しました。
　このセンターは、環境問題に対し
ゴミの減量化や廃棄物の適正処理、
リサイクルの推進を図るために建設し、
市民、事業者、市が連携した、「リ
デュース」「リユース」「リサイクル」
の『３Rネットワーク』が構築されてい
ました。家庭から出るゴミの減量化
対策として、マイバック持参の消費
者にはカードポイントをアップするなど
環境に配慮し、又、台所から出るゴ
ミの９割が焼却されていることから生
ゴミを出さない取組みを行っていまし
た。又小学校などを対象とした見学
会を開催して、自分達が住むゴミの
処理について理解を深め、リサイク
ルを通してゴミの分別の大切さやリサ
イクルが重要である事を再認識する

ことができる施設でした。「ゴミは燃
やさず減らすもの」ということが実践
できるよう、今後の環境行政に役立
てていきたい。

　学校週５日制や「ゆとり教育」に
よる学力低下が叫ばれる中、能美
市が単独事業で取り組んでいる「フォ
ローアップスクール事業」について視
察しました。この事業は市内にある
小学校８校の４・５・６年の希望者（無
料）で、毎週土曜日の午前中に算

数の補習を行っている。学習の講師
は、地域の人材、退職した教職員
が中心となりボランティア（有償）で
活動し、児童が反復学習や家庭学
習へのきっかけとなる取り組みをして
いる。
　事業費は100万円と小額ながらも、
基礎学力として重要な算数をしっかり
学ばせ学習の遅れを取戻す取組とし
て、参考となり学習支援策を考える
上で多くの事を学ぶことができました。

　大津市では、平成16年度に市街
灯の整備や維持管理に関する「まち
灯り整備事業」について視察しました。
事業内容として、防犯灯の設置の
推進の一環として自治会管理の防犯
灯については、電気代100％補助を
行っている。市街灯・防犯灯の修
繕については、市内66社の業者で
組織されている電気事業協同組合と
契約を締結し、迅速な修繕を実現し
ています。

　市街灯、防犯灯合わせて約27,000
基の街灯を管理しており、電気代は
年額約１億2000万円かかっており、今
後、ますます増加するとの事でした。
　亀岡市は、平成１２年から国と連
携して「新しい食生活指針」を策定し、
地域食材の需用拡大による健康増進
と健全な食生活の実現、これらを通
じた農業・農村の活性化を進めてい
ました。市の地域特性を活かし、地
産地消をキーワードとした新たな「食・
農・健康・にぎわい行動プラン」に
基づく施策を展開することにより、
「農」の理解促進を通じたさらなる
健康づくりと元気な農業・農村の振興、
まちのにぎわいを行っています。
　また、「新しい食生活指針」や「ス
ローフード運動」が提案しているのは、
地域に育まれてきた食材や食文化を

見直すことが、そこに住む人々の暮
らしや健康の増進はもとより、地域農
業の継承や発展にも寄与することで
あり、この地産地消を実現するため
には、日常生活における一人ひとり
の学習と行動が重要との事でした。

　今回の経済常任委員会は、「道の駅」
の施設運営状況と水産加工品を導入させ
た地域振興事業等の概要をテーマに、北
海道知内町「道の駅しりうち」、福島町「道
の駅横綱の里ふくしま」、森 町「道の駅
YOU・遊・もり」と「つどーるプラザ・さわら」
の４施設の状況を視察しました。
　知内町の「道の駅しりうち」は、平成
２年８月、「知内町物産館」としてスタートし、
施設周辺には衛生施設、農村活性化セン
ターを併設、また、ＪＲ知内駅の改札口と直
結している環境となっている。第三セクター
に管理委託をし、年間の平均利用者4万
6,000人、年間売上2,200万円ほどである。
商品別では水産加工品の売上が大多数を
占め、地元農産物は販売スペースの関係
でほとんどが農協出荷となっている。施設
の運営については、施設の販売スペース
の手狭と冬期間の利用者の減少に町とし
てとても苦慮していることから地元特産品の
販売ＰＲに力を注いでいる現状でありました。
　福島町の「道の駅横綱の里ふくしま」は、
平成９年３月、福島町出身の千代の山、

千代の富士の２人の横綱の偉業を讃える
ため記念館を建設、同時に地場産品であ
るスルメ生産日本一の町としてイカの塩辛、
サキイカ等の水産加工品の販売促進の振
興を図るため施設を併設、町内の産業団
体で構成する団体へ管理委託している。
年間利用者3万7,000人、年間売上2,000
万円となっている。販売品目については、
ほとんどが水産加工品であり、今年度から
地域ブランド事業を実施し、スルメと農家・
農協・役場が中心となって古代米の「北
むらさき」のブランド品の販売に取り組む予
定となっている。夏場の相撲巡業時には
相撲ファンで賑いを見せるが、目玉となる
商品の開発が必要と感じられました。
　森町の「道の駅つどーる・プラザ・さ
わら」、「ＹＯＵ・遊・もり」は、合併によ
り旧２町の２つの道の駅を運営。両道の駅
ともに各団体へ管理委託をしている。２つ
の道の駅の年間利用者は21万8,000人、
売上8,200万円となっいる。特に森町は全
国の駅弁などでトップの人気を誇る「いか
めし」があり、その他地元農産物、水産

加工品等の販売品目が豊富にあります。ま
た、地元で水揚げされた鮮魚を4月から10
月までの第１日曜日に「さわら青空市」を
開催し、買った食材をその場で食べれるよ
うバーべキュー設備を完備し、大変好評を
得ている施設となっていました。
　今回の３町の「道の駅」の運営方法は
それぞれ独自性を発揮した取組をしており、
今後の本市の施設の施策に大変参考と
なった研修となりました。

   紀の川市は、平成17年11月7日、
５町による合併で誕生した市であり、
旧５町において、下水道による汚染
対策がほとんどなされていない状況
で緊急の課題となっていたため、県
と紀の川市及び岩出市の１県２市に
より紀の川中流流域下水道事業の
事業計画を策定し、終末処理場、
幹線管渠及び中継ポンプ場を県が
事業実施主体となり、市内の管渠、
マンホールポンプ、公共汚水ますの
整備を市が実施している。 また、終
末処理場周辺については、住民か
らの要望により公園、道路 等の整
備も実施しています。事業目標年度
を平成28年度としており、 全体の事
業費は県事業を合わせると1,238億
円となっています。紀の川市の下水
道事業については、県と他市との連

携による事業展開を行っており、今後、
本市の下水道事業実施に大変参考
となりました。

　海南市では、人口の減少を抑制
し、定住促進と地域の活性化を図
るため、市内に居住する若年層の
住宅取得の支援のため「海南市若
者定住促進奨励金事業」を実施。
本事業については５年間の期間限
定の制度となっています。事業の内
容については、海南市に定住の意
思を持って居住することを第１に、５

つの項目により対象者を選定してい
る。奨励金額については１件につき
40万円、 奨励附加金として学校教
育法による義務教育の子供１人に
付5万円を加算、和歌山県内の他
市の施策よりトップの奨励金となって 
います。予算措置として申込件数
80件、総額を4,000万円計上、20
年度10月末で35件の実績。若年層
の定住促進に多大な影響があり、
本市の今後の人口減少対策に 大
変参考となる研修となりました。
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亀岡市役所前にて

空き缶処理について説明を聞く委員

那賀浄化終末処理場内
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